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(57)【要約】
【課題】蓄電装置から取り出せる電力量の増加を図る。
【解決手段】蓄電池制御装置１０は、入力部１１と出力
部１２と処理部１３とを備える。処理部１３は、蓄電装
置２が出力する電流の値を調節するように電力変換装置
３に与える指示を定める。電力変換装置３は、電力系統
５と連系するように接続されている。処理部１３は、蓄
電装置２が出力する電流の値を定電流に維持している期
間に入力部１１が受け取った電圧の値が所定の下限値Ｖ
ｉまで低下すると、以後は、蓄電装置２から出力する電
流を低下させるように出力部１２を通して電力変換装置
３に指示を与える。ただし、蓄電装置２から出力する電
流は、電力変換装置３が交流電力の出力を継続できる範
囲で低下させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電装置が出力する電圧の値を受け取る入力部と、
　前記蓄電装置が出力する直流電力を交流電力に変換する電力変換装置に動作の指示を与
える出力部と、
　前記蓄電装置が出力する電流の値を調節するように前記電力変換装置に与える前記指示
を定める処理部とを備え、
　前記電力変換装置は、電力系統と連系するように接続されており、
　前記処理部は、
　　前記蓄電装置が出力する電流の値を定電流に維持している期間に前記入力部が受け取
った前記電圧の値が所定の下限値まで低下すると、以後は、前記電力変換装置が前記交流
電力の出力を継続できる範囲で前記蓄電装置から出力する電流を低下させるように前記電
力変換装置に前記出力部を通して前記指示を与える
　ことを特徴とする蓄電池制御装置。
【請求項２】
　前記処理部は、
　　前記電力変換装置が前記交流電力の出力を継続できる範囲で前記蓄電装置から出力す
る前記電流を低下させる期間に、前記電流の値を時間経過に伴って減少させるように前記
電力変換装置に前記指示を与える
　請求項１記載の蓄電池制御装置。
【請求項３】
　前記処理部は、
　　前記電力変換装置が前記交流電力の出力を継続できる範囲で前記蓄電装置から出力す
る前記電流を低下させる期間において、前記電流の値を、前記電圧の値が前記下限値以上
の所定範囲内に維持されるように定める
　請求項１又は２記載の蓄電池制御装置。
【請求項４】
　前記処理部は、
　　前記蓄電装置が出力する電流の値が所定の最小値に達した時点から所定の保持時間が
経過すると、前記蓄電装置の放電を停止させるように構成されている
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蓄電池制御装置。
【請求項５】
　前記処理部は、
　　前記蓄電装置が出力する電流の値が所定の最小値に達した後、前記入力部が受け取っ
た前記電圧の値が前記下限値まで低下すると、前記蓄電装置の放電を停止させるように構
成されている
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蓄電池制御装置。
【請求項６】
　蓄電装置と、
　前記蓄電装置の直流電力を交流電力に変換し、かつ電力系統と連系する電力変換装置と
、
　前記蓄電装置が出力する電圧の値を受け取り、前記蓄電装置が出力する電流の値を調節
するように前記電力変換装置に動作の指示を与える蓄電池制御装置とを備え、
　前記蓄電池制御装置は、
　　前記蓄電装置が出力する電流の値を定電流に維持している期間に受け取った前記電圧
の値が所定の下限値まで低下すると、以後は、前記電力変換装置が前記交流電力の出力を
継続できる範囲で前記蓄電装置から出力する電流を低下させるように前記電力変換装置に
前記指示を与える
　ことを特徴とする蓄電システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄電装置の出力を制御する蓄電池制御装置、およびこの蓄電池制御装置を備
える蓄電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、蓄電装置とパワーコンバータとコントローラとを備える蓄電システムが提案され
ている（たとえば、特許文献１参照）。パワーコンバータは、蓄電装置への充電の際には
交流電力を直流電力に変換し、蓄電装置からの放電の際には直流電力を交流電力に変換す
る。また、コントローラは、パワーコンバータの動作を制御する。
【０００３】
　特許文献１には、太陽電池を備える発電装置と蓄電装置とを並存させる場合に、住宅の
電力事情に適した制御方法で蓄電装置から放電し、かつ蓄電装置の長寿命化を図ることを
目的として、パワーコンバータを制御する技術が記載されている。特許文献１では、コン
トローラは、引込線の電圧がしきい値電圧より小さい場合には電流制御を実行し、引込線
の電圧がしきい値より大きい場合には電圧制御を実行するようにパワーコンバータの動作
を制御している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５３９２３５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、蓄電装置から放電する際に電流制御を行っており、放電電流は、蓄電
装置に蓄積された電力エネルギーが放電時間帯に使い切られるように定められている。こ
れによって、特許文献１では、蓄電装置の長寿命化を図っている。しかしながら、特許文
献１では、蓄電装置に蓄積した電力エネルギーを使い切るために、放電電流を制御する技
術については具体的に記載されていない。
【０００６】
　本発明は、蓄電装置から取り出せる電力量の増加を図った蓄電池制御装置を提供するこ
とを目的とし、さらに、この蓄電池制御装置を用いた蓄電システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る蓄電池制御装置は、蓄電装置が出力する電圧の値を受け取る入力部と、前
記蓄電装置が出力する直流電力を交流電力に変換する電力変換装置に動作の指示を与える
出力部と、前記蓄電装置が出力する電流の値を調節するように前記電力変換装置に与える
前記指示を定める処理部とを備え、前記電力変換装置は、電力系統と連系するように接続
されており、前記処理部は、前記蓄電装置が出力する電流の値を定電流に維持している期
間に前記入力部が受け取った前記電圧の値が所定の下限値まで低下すると、以後は、前記
電力変換装置が前記交流電力の出力を継続できる範囲で前記蓄電装置から出力する電流を
低下させるように前記電力変換装置に前記出力部を通して前記指示を与えることを特徴と
する。
【０００８】
　本発明に係る蓄電システムは、蓄電装置と、前記蓄電装置の直流電力を交流電力に変換
し、かつ電力系統と連系する電力変換装置と、前記蓄電装置が出力する電圧の値を受け取
り、前記蓄電装置が出力する電流の値を調節するように前記電力変換装置に動作の指示を
与える蓄電池制御装置とを備え、前記蓄電池制御装置は、前記蓄電装置が出力する電流の
値を定電流に維持している期間に受け取った前記電圧の値が所定の下限値まで低下すると
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、以後は、前記電力変換装置が前記交流電力の出力を継続できる範囲で前記蓄電装置から
出力する電流を低下させるように前記電力変換装置に前記指示を与えることを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の構成によれば、蓄電装置が出力する電圧の値が下限値まで低下した後も、蓄電
装置から電力を取り出せるように電力変換装置を制御することにより、蓄電装置から取り
出せる電力量の増加を図ることが可能になるという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態を示すブロック図である。
【図２】実施形態を示す動作説明図である。
【図３】比較例を示す動作説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に説明する蓄電システムは、図１に示すように、電力系統５との系統連系を行う構
成であり、蓄電装置２と電力変換装置３と管理装置４と蓄電池制御装置１０とを備える。
以下では、「蓄電池制御装置」を単に「制御装置」と呼ぶ。管理装置４は、後述するよう
に、蓄電装置２に異常が生じた場合に、蓄電装置２および電力変換装置３の動作を停止さ
せる保護装置として機能する。管理装置４は、常時には機能しないから、本実施形態にお
いて必須の構成要素ではない。なお、図１において、構成要素に接続された実線は電源系
を表し、構成要素に接続された破線は信号系（情報系）を表す。
【００１２】
　本実施形態の蓄電装置２は、１個または複数個の蓄電池２１を含む複数個の電池モジュ
ール２０を筐体２２に備えた構成であり、住宅、小規模店舗、小規模オフィスでの使用が
可能な程度の容量（たとえば、１０ｋＷｈ）を有する。蓄電池２１は、リチウムイオン電
池を想定しているが、鉛蓄電池などの他の蓄電池を用いることを妨げない。電池モジュー
ル２０は、電池モジュール２０の端子電圧（出力電圧）および出力電流と、電池モジュー
ル２０の温度とを監視するモニタ部２３を備える。モニタ部２３は、計測した電圧値、電
流値、温度値などを出力値として送信する機能を有する。モニタ部２３の出力値は、デジ
タル値を想定しているが、アナログ値を用いることも可能である。
【００１３】
　電力変換装置３は、蓄電装置２と電力系統５との間で双方向に電力変換を行う機能を有
する。すなわち、電力変換装置３は、蓄電装置２の直流電力を交流電力に変換し、この交
流電力を電力系統５から供給される交流電力と併せて負荷５１に供給する。また、電力変
換装置３は、電力系統５から供給される交流電力を直流電力に変換し、この直流電力で蓄
電装置２を充電する。上述のように、蓄電装置２は充電と放電とを行うが、以下では、蓄
電装置２の放電（つまり、負荷５１に対する電力供給）の動作について説明する。
【００１４】
　電力変換装置３は、蓄電装置２から出力された直流の電圧を調節する回路と、直流電力
から交流電力への変換を行う回路とを備える。これらの回路は、一種のスイッチング電源
であり、電力変換装置３は、スイッチング素子のオンとオフとのタイミングを制御するこ
とにより、蓄電装置２からの入力電流を制限し、また、負荷５１への出力電流を調節する
。電力変換装置３の交流側の端子には電力系統５が接続されるから、蓄電装置２の放電時
には、電力変換装置３から出力される交流電力の周波数および位相は電力系統５と等しく
なるように調整される。また、電力変換装置３の交流側の端子の電圧値は電力系統５と等
しくなる。つまり、蓄電装置２の放電時に電池モジュール２０の端子電圧が低下しても、
電力系統５が停電せず正常であれば、電力変換装置３の出力電圧の値は電力系統５の電圧
値と等しくなる。
【００１５】
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　電力変換装置３の動作は制御装置１０が指示する。制御装置１０は、管理装置４を通し
て蓄電装置２が出力する電圧値を受け取り、この電圧値に基づいて電力変換装置３の動作
に関する指示を与える。管理装置４は、モニタ部２３の出力値により電池モジュール２０
の異常を検知すると、蓄電装置２および電力変換装置３の動作を停止させる。なお、制御
装置１０は、電力変換装置３と別の筐体に収納される構成を想定しているが、電力変換装
置３と筐体を共用してもよく、また電力変換装置３と回路基板を共用することが可能であ
る。あるいは、制御装置１０は、管理装置４と筐体を共用することが可能であり、管理装
置４と回路基板を共用することが可能である。
【００１６】
　制御装置１０は、入力部１１と出力部１２と処理部１３とを備える。入力部１１は、モ
ニタ部２３が計測した電圧値を受け取る。また、出力部１２は、蓄電装置２および電力変
換装置３に動作の指示を与える。処理部１３は、入力部１１がモニタ部２３から受け取っ
た電圧値を用いて、蓄電装置２が出力する電流の値を調節するように電力変換装置３に与
える指示の内容を定める。処理部１３による指示の内容は、以下のように定められる。
【００１７】
　ところで、蓄電装置２の放電時には、図２に実線（特性ｖｘ）で示すように、電池モジ
ュール２０の残容量が低下するに従って蓄電装置２から出力される電圧の値が低下する。
蓄電装置２から出力される電圧の値は、通常時には、電池モジュール２０の端子電圧の値
に一致しているとみなしてよい。言い換えると、入力部１１が受け取るモニタ部２３の出
力値を、蓄電装置２が出力する電圧の値として用いることができる。
【００１８】
　制御装置１０は、通常時には、蓄電装置２が出力する電流の値を一定値に保つように電
力変換装置３に指示する。すなわち、処理部１３は、蓄電装置２の放電時に、図２に一点
鎖線（特性ｉｘ）で示すように蓄電装置２が出力する電流を定電流に保つように、モニタ
部２３が計測した電圧値の変動に応じて、電力変換装置３に与える指示の内容を変化させ
る。すなわち、処理部１３は、モニタ部２３が計測した電圧値が低下するほど、蓄電装置
２の外部インピーダンスである電力変換装置３の入力インピーダンスが低下するように、
電力変換装置３の動作を変化させる。
【００１９】
　処理部１３は、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達すると、電力変換装置
３に対して蓄電装置２の出力電流を低減させるように指示する。すなわち、処理部１３は
、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達すると、電力変換装置３に対して入力
インピーダンスを増加させるように指示を与える。
【００２０】
　モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達したとしても、電池モジュール２０に
は電荷が残っているから、蓄電装置２の出力電流を低減させると、電池モジュール２０の
端子電圧の値は上昇し、下限値Ｖｉより大きくなる。このような動作によって、モニタ部
２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉまで低下すると、電力変換装置３の出力電力は小さく
なるが、電力変換装置３は動作を停止することなく電力を継続して出力することが可能に
なる。言い換えると、処理部１３は、電力変換装置３が交流電力の出力を継続できる範囲
で、蓄電装置２が出力する電流を減らすように指示の内容を定める。
【００２１】
　下限値Ｖｉは、電池モジュール２０の種類、蓄電装置２を使用する条件などに応じて適
宜に設定される。たとえば、電池モジュール２０の劣化を抑制するために残容量が４０～
７０％程度の範囲に保たれるように充電および放電を繰り返す場合には、下限値Ｖｉは比
較的高く設定される。また、節電要請などに対応するために、電力系統から受電する電力
量を低減させる目的であれば、下限値Ｖｉは比較的低く設定される。
【００２２】
　ところで、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達した後であっても、電力変
換装置３の出力電力は徐々に低下させることが望ましい。電力変換装置３の出力電力を徐
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々に低下させることにより、電力系統５に電圧または電流の振動が生じる可能性が低減さ
れる。そのため、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達した後、処理部１３は
、蓄電装置２の出力電流の値が時間経過に伴って低減するように電力変換装置３に指示を
与える。
【００２３】
　本実施形態では、図２に一点鎖線（特性ｉｘ）で示すように、モニタ部２３が監視する
電圧値（特性ｖｘ）が下限値Ｖｉに達した時刻ｔ１の後、処理部１３は、比較的大きい傾
きα１で電流値を低減させる。その後、電圧値が基準値Ｖｂに達すると、処理部１３は、
比較的小さい傾きα２で電流値を低減させる。すなわち、時刻ｔ１までの電流値をｉａと
し、時刻ｔ１からの経過時間をｔで表すと、電圧値がＶｉからＶｂの期間には、電流値は
α１・ｔ＋ｉａである。また、電圧値がＶｂに達した時刻をｔ２とすれば、時刻ｔ２から
後の電流値は、α２・（ｔ－ｔ２）＋｛α１・（ｔ２－ｔ１）＋ｉａ｝と表される。ここ
に、傾きα１は、たとえば－２から－５程度の範囲で設定され、傾きα２は、たとえば０
から－０．５程度の範囲で設定される。
【００２４】
　処理部１３は、モニタ部２３が監視する電圧値がふたたび下限値Ｖｉに達すると、同じ
動作を繰り返す。ただし、繰り返しには制限条件が設定されている。制限条件については
後述する。
【００２５】
　基準値Ｖｂは、たとえば図３のように、モニタ部２３が監視する電圧値（特性ｖｘ）が
下限値Ｖｉに達した時点で、蓄電装置２の出力電流（特性ｉｘ）を停止させたときにモニ
タ部２３が監視する電圧値の最大値Ｖｍａｘ（＞Ｖｉ）に基づいて設定される。ここでは
、基準値Ｖｂをｎ×（Ｖｍａｘ－Ｖｉ）＋Ｖｉに定めている。ｎは０．２から０．４程度
の範囲に定められる。なお、基準値Ｖｂは適宜に定めることが可能であり、上述した算式
は一例である。たとえば、基準値Ｖｂは下限値Ｖｉに一致させてもよい。要するに、モニ
タ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉ以上の所定範囲（たとえば、下限値Ｖｉと基準値
Ｖｂとの間の範囲）に維持されるように、蓄電装置２の出力電流の値を定めればよい。
【００２６】
　モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達した後に、蓄電装置２の出力電流を上
述のように変化させると、電池モジュール２０の端子電圧の値は、図２に実線（特性ｖｘ
）で示すように変化する。つまり、電池モジュール２０の端子電圧の値は、下限値Ｖｉま
で下降した後に基準値Ｖｂまで上昇し、ふたたび下限値Ｖｉまで下降する。この動作を繰
り返し行うと、蓄電装置２の出力電流の値は次第に低下する。そのため、処理部１３には
、出力電流について最小値Ｉｍｉｎが定められている。最小値Ｉｍｉｎは、たとえば０．
５Ａなどに設定される。処理部１３は、出力電流が最小値Ｉｍｉｎまで低下した後には、
モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉまで低下した時点（たとえば、図２の時刻ｔ
３）で蓄電装置２と電力変換装置３との動作を停止させる。すなわち、出力電流に関する
最小値Ｉｍｉｎが、上述した繰り返しの制限条件になる。
【００２７】
　上述の動作例では、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達した後、処理部１
３は、蓄電装置２の出力電流を低下させ、出力電流の値が最小値Ｉｍｉｎまで低下すると
、次に電圧値が下限値Ｖｉに達した時点で蓄電装置２の放電を停止させている。蓄電装置
２の放電を停止させる条件は、モニタ部２３が監視する電圧値が下限値Ｖｉに達するとい
う条件のほか、出力電流の値が最小値Ｉｍｉｎに達してからの経過時間を用いることが可
能である。たとえば、出力電流の値が最小値Ｉｍｉｎに達してから所定の保持時間Ｔ１（
たとえば、３０秒）が経過した時点（たとえば、図２の時刻ｔ４）で電圧値が基準値Ｖｂ
まで回復していない場合に、蓄電装置２の放電を停止させる構成を採用してもよい。なお
、蓄電装置２の放電を停止させる条件に含まれる電圧値は、下限値Ｖｉより大きい値であ
ればよく、基準値Ｖｂには限定されない。
【００２８】
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　蓄電装置２の放電を停止する条件は、上述した構成例では、蓄電装置２の出力電流の値
が最小値Ｉｍｉｎに達してから、電池モジュール２０の端子電圧、または出力電流が最小
値Ｉｍｉｎに達してからの経過時間について定められている。ただし、蓄電装置２の放電
を停止させる条件は他の条件であってもよい。たとえば、蓄電装置２の出力電流の値が一
定に保たれた状態で、モニタ部２３が監視する電池モジュール２０の端子電圧が下限値Ｖ
ｉまで低下した時点（時刻ｔ１）からの経過時間で、蓄電装置２の放電を停止させるタイ
ミングを定めることが可能である。また、蓄電装置２の出力電流の値が最小値Ｉｍｉｎに
達した時点で蓄電装置２の放電を停止させてもよい。
【００２９】
　上述した動作例では、蓄電装置２から出力される電流の値が一定に保たれた状態で、モ
ニタ部２３が監視する電池モジュール２０の端子電圧が下限値Ｖｉまで低下すると、電流
を所定の傾きで低下させ、電池モジュール２０の端子電圧を上昇させている。そして、電
流を低下させる際の傾きは２種類が交互に選択され、電池モジュール２０の端子電圧が基
準値Ｖｂまで上昇する期間には大きいほうの傾きが採用され、端子電圧が基準値Ｖｂに達
すると小さいほうの傾きが採用されている。
【００３０】
　ただし、２種類の傾きを交互に選択するのではなく、３種類以上の多種類の傾きを採用
することも可能である。たとえば、電池モジュール２０の端子電圧が上昇する期間に相対
的に大きい傾きを選択し、端子電圧が下降する期間に相対的に小さい傾きを選択するとい
う規則は踏襲し、端子電圧の上昇と下降とを行うたびに傾きを変化させる構成を採用して
もよい。
【００３１】
　なお、上述した動作例のように、制御装置１０が電力変換装置３の動作を停止させたと
きには、蓄電装置２において電池モジュール２０の残容量が低下しているから、蓄電装置
２からの電力を続けて使用することはできない。したがって、制御装置１０は、電池モジ
ュール２０の残容量が回復したことを確認した後に、電力変換装置３を動作させることが
可能になるように構成される。たとえば、制御装置１０はモニタ部２３が監視する電池モ
ジュール２０の端子電圧が所定の判定値以上であれば、蓄電装置２の放電を可能にするよ
うに構成される。
【００３２】
　以上説明したように、電池モジュール２０の端子電圧の値が下限値Ｖｉに達した後に、
蓄電装置２の出力電流を低減させるように電力変換装置３の動作を制御することによって
、蓄電装置２に蓄えられた電荷を有効に使用可能になる。いま、節電が要請されたときに
、蓄電装置２に蓄えた電力を用いることによって電力系統５から受電する電力量を低減さ
せることを想定する。この場合、電池モジュール２０の端子電圧が下限値Ｖｉまで低下し
た時点で蓄電装置２の放電を停止させると、負荷５１の動作時間が短縮される可能性があ
るが、上述した動作により、蓄電装置２が放電可能な期間を延長することが可能になる。
たとえば、節電が要請された場合に、蓄電装置２から負荷５１に電力を供給できる期間が
延長されるから、負荷５１のユーザにとっては、電力系統５からの受電量を低減させなが
らも、節電による不利益を小さくすることが可能になる。
【００３３】
　上述した構成例において、モニタ部２３が監視している電池モジュール２０の端子電圧
を用いているが、ＳＯＣ（State Of Charge）を用いることが可能である。また、電池モ
ジュール２０の温度によって電池モジュール２０の放電特性が変化するから、制御装置１
０が電力変換装置３の動作を指示する際に、モニタ部２３が監視する温度を考慮して指示
の内容を変更してもよい。
【００３４】
　上述した構成例では、モニタ部２３が監視した電池モジュール２０の端子電圧に基づい
て制御装置１０が電力変換装置３に指示を与えている。これに対して電力変換装置３にお
いて蓄電装置２の出力電圧を監視し、この出力電圧に基づいて制御装置１０が電力変換装
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置３に指示を与えるように構成されていてもよい。たとえば、蓄電装置２と電力変換装置
３とを接続する電線が比較的長い場合には、電線による電圧降下が比較的大きくなるから
、この電圧降下を電池モジュール２０の内部抵抗による電圧降下と併せて考慮することが
必要である。蓄電装置２の出力電圧を、電力変換装置３において監視すれば、電線による
電圧降下を差し引いた電圧値が得られる。そのため、電池モジュール２０に設けられたモ
ニタ部２３で監視した電圧値を用いるよりも、電力変換装置３への指示を的確に行うこと
が可能になる。
【００３５】
　上述した制御装置１０は、個別の電子部品を接続した電子回路を用いて実現可能である
が、プログラムに従って動作するプロセッサを備えるデバイスを用いて構成することも可
能である。この種のデバイスは、半導体メモリを別部品として必要とするＭＰＵ（Micro 
Processing Unit）のほか、プロセッサと半導体メモリとを一体に備えるデバイスである
マイコン（Micro Controller）であってもよい。プログラムは、制御装置１０に内蔵され
たＲＯＭ（Read Only Memory）にあらかじめ書き込まれていてもよいが、インターネット
あるいは移動体通信網のような電気通信回線を通して提供されてもよい。また、プログラ
ムは、コンピュータで読取可能な記録媒体（光ディスク、半導体メモリ）などを用いて提
供されてもよい。
【００３６】
　以上説明した本実施形態の蓄電池制御装置１０は、入力部１１と出力部１２と処理部１
３とを備える。入力部１１は、蓄電装置２が出力する電圧の値を受け取り、出力部１２は
、蓄電装置２が出力する直流電力を交流電力に変換する電力変換装置３に動作の指示を与
える。処理部１３は、蓄電装置２が出力する電流の値を調節するように電力変換装置３に
与える指示を定める。電力変換装置３は、電力系統５と連系するように接続されている。
処理部１３は、蓄電装置２が出力する電流の値を定電流に維持している期間に入力部１１
が受け取った電圧の値が所定の下限値Ｖｉまで低下すると、以後は、蓄電装置２から出力
する電流を低下させるように出力部１２を通して電力変換装置３に指示を与える。ただし
、蓄電装置２から出力する電流は、電力変換装置３が交流電力の出力を継続できる範囲で
低下させる。
【００３７】
　さらに、上述した蓄電システムは、蓄電装置２と電力変換装置３と蓄電池制御装置１０
とを備える。電力変換装置３は、蓄電装置２の直流電力を交流電力に変換し、かつ電力系
統５と連系する。蓄電池制御装置１０は、蓄電装置２が出力する電圧の値を受け取り、蓄
電装置２が出力する電流の値を調節するように電力変換装置３に動作の指示を与える。蓄
電池制御装置１０は、蓄電装置２が出力する電流の値を定電流に維持している期間に受け
取った電圧の値が所定の下限値Ｖｉまで低下すると、以後は、蓄電装置２から出力する電
流を低下させるように電力変換装置３に指示を与える。ただし、蓄電装置２から出力する
電流は、電力変換装置３が交流電力の出力を継続できる範囲で低下させる。
【００３８】
　上述した蓄電池制御装置１０および蓄電システムの構成によれば、蓄電装置２の内部イ
ンピーダンス、蓄電装置２と電力変換装置３とを接続する電線のインピーダンスなどによ
る電圧降下によって使用できなかった蓄電装置２の電力が使用可能になる。一般に、蓄電
装置２から定電流を出力する場合、蓄電装置２から出力される電圧が下限値Ｖｉまで低下
すると、その後は、蓄電装置２を充電しなければ、蓄電装置２の電力を取り出せない。こ
れに対して、本実施形態の構成では、蓄電装置２から出力される電圧が下限値Ｖｉまで低
下した後に、蓄電装置２から取り出す電流を低減させるから、蓄電装置２から継続して電
力を取り出すことが可能になる。その結果、蓄電装置２から定電流を出力する場合に比較
すると、蓄電装置２から供給可能な電力量が増加することになる。
【００３９】
　また、蓄電池制御装置１０において、処理部１３は、電力変換装置３が交流電力の出力
を継続できる範囲で蓄電装置２から出力する電流を低下させる期間に、電流の値を時間経
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【００４０】
　この構成によれば、蓄電装置２の残容量が減少して蓄電装置２から出力される電圧が低
下するほど蓄電装置２から取り出す電流を減らすから、蓄電装置２から供給可能な電力量
の増加を図ることが可能になる。
【００４１】
　蓄電池制御装置１０において、処理部１３は、電力変換装置３が交流電力の出力を継続
できる範囲で蓄電装置２から出力する電流を低下させる期間において、この電流の値を、
入力部１１が受け取った電圧の値が下限値Ｖｉ以上の所定範囲内に維持されるように定め
ることが望ましい。
【００４２】
　この構成によれば、入力部１１が受け取った電圧の値を下限値Ｖｉ付近に維持できるよ
うに、蓄電装置２から取り出す電流が調節され、蓄電装置２から電力を取り出せる期間を
比較的長く引き延ばすことが可能になる。
【００４３】
　蓄電池制御装置１０において、処理部１３は、蓄電装置２が出力する電流の値が所定の
最小値Ｉｍｉｎに達した時点から所定の保持時間が経過すると、蓄電装置２の放電を停止
させるように構成される場合がある。
【００４４】
　この構成を採用した場合、蓄電装置２が出力する電流の値を最小値Ｉｍｉｎまで低下さ
せた場合に、保持時間の経過後に蓄電装置２の放電をさせるから、蓄電装置２の過放電を
防止することができる。
【００４５】
　また、蓄電池制御装置１０において、処理部１３は、蓄電装置２が出力する電流の値が
所定の最小値Ｉｍｉｎに達した後、入力部１１が受け取った電圧の値が下限値Ｖｉまで低
下すると、蓄電装置２の放電を停止させるように構成される場合がある。
【００４６】
　この構成を採用した場合、蓄電装置２が出力する電圧が下限値Ｖｉまで低下すると、蓄
電装置２の放電を停止させるから、蓄電装置２の放電を停止させたときの蓄電装置２の残
容量を比較的精度よく管理することが可能である。たとえば、残容量が蓄電装置２の劣化
の程度に影響する場合に、蓄電装置２が予想以上に劣化するという事態を回避しやすくな
る。
【００４７】
　なお、上述した実施形態は本発明の一例である。このため、本発明は、上述の実施形態
に限定されることはなく、この実施形態以外であっても、本発明に係る技術的思想を逸脱
しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能であることはもちろんのことであ
る。
【符号の説明】
【００４８】
　２　蓄電装置
　３　電力変換装置
　５　電力系統
　１０　蓄電池制御装置
　１１　入力部
　１２　出力部
　１３　処理部
　Ｉｍｉｎ　最小値
　Ｖｉ　下限値
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